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標準的
危機対応
システム

リスク評価

戦略計画

効果的な研修・訓練による人材育成

研修･訓練
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巨大災害はめったに起きないが、
ひとたび起きると甚大な被害

研修・訓練を通して
実効性を高める
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現場力を鍛える
Operational Excellence

言われれば
分かる

やればできる

普段から
やっている

「まなぶ」
理解している

「ならう」
体得している

「ためす」
実践している

何をしていいか
わからない

分かっていても
できない

日常化して
いない
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Start

Goal

まなぶ

ならうためす

Learn

DrillExercise

危機管理研修（Training for Crisis Management)

習熟度を上げるため
に反復して練習する

Tabletop exercise

Functional exercise

Full scale exercise

机上演習

機能演習

総合演習

適切な情報・知識・技能
を紹介される

身についたかどうか
を確かめる

訓練演習

学習
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機能訓練

災害

教訓・問題点
抽出

体験者の
証言

災害対応記録
（クロノロ）

マスコミ
報道

状況付与

マニュアル
手順書
（WBS)

研修

有効性確認
（机上訓練）

実地訓練

教訓・問題点
抽出

改善策
提案

文部科学省「首都直下地震防災・減災特別プロジェクト」「③広域的危機管理減災体制の構築に関する研究」の成果

危機管理担当人材育成体系

After Action Review
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機能訓練

災害

教訓・問題点
抽出

エスノ
グラフィー

TimelineTR

状況付与

マニュアル
手順書

研修

有効性確認
（机上訓練）

実地訓練

教訓・問題点
抽出

改善策
提案

文部科学省「首都直下地震防災・減災特別プロジェクト」「③広域的危機管理減災体制の構築に関する研究」の成果

危機管理担当人材育成体系

After Action Review
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After Action Review

「ふりかえり」

http://farozenadar.wordpress.com/2009/03/17/after-action-review-toolkit/

現実

理想

問題

改善

http://www.888fulcrum.com/the-armys-after-action-

review-a-model-for-performance-feedback/

http://en.paperblog.com/knowledge-management-

learning-whilst-doing-facilitating-an-after-action-review-

84081/

http://farozenadar.wordpress.com/2009/03/17/after-action-review-toolkit/
http://www.888fulcrum.com/the-armys-after-action-review-a-model-for-performance-feedback/
http://en.paperblog.com/knowledge-management-learning-whilst-doing-facilitating-an-after-action-review-84081/
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機能訓練

災害

教訓・問題点
抽出

体験者の
証言

災害対応
記録

マスコミ
報道

状況付与

マニュアル
手順書

研修

有効性確認
（机上訓練）

実地訓練

教訓・問題点
抽出

改善策
提案

文部科学省「首都直下地震防災・減災特別プロジェクト」「③広域的危機管理減災体制の構築に関する研究」の成果

危機管理担当人材育成体系

After Action Report
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基本能力・態度

個別知識
（地震防災）

マネジメント
技術

人材
育成

個人を対象 組織を対象

研修主体 訓練主体

優秀者選抜

整備すべき研修・訓練体系
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事業継続を可能に
する個別知識

ハザード特性
リスク評価手法

予防対策
応急対応対策
復旧・復興対策

効果的な組織運営
を可能にする技術

プラニング技術
指揮統制技術
総合調整技術
情報処理技術
広報技術

危機対応できる人の基礎能力・態度

問題解決能力・意思決定能力
コミュニケーション能力

リーダーシップ

育成すべき能力
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実行機能

企画立案機能

意思決定機能

Ｂ 対応すべき現実

規程遵守

DFDGeo INT

Checklists

M7

ICS

柔軟・現実的

中庸

Forms

戦略決定
レベル

戦術決定
レベル

問題解決
レベル情報収集 業務執行

情報集約 実行計画

方針判断

危機対応組織が持つべき3層構造と５つの業務
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Katz,R.L. 'Skills of effective administrator' 

Harvard Business Review（1955）

13

対人スキル
Human Skill

技術スキル
Technical Skill

概念化スキル
Conceptual Skill

戦略決定

戦術決定

課題遂行

Katz,R.L. 'Skills of effective administrator' Harvard Business Review（1955
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2種類の対象

• 危機管理関係者

–戦力増強・人員増員

–危機対応の標準化

–危機管理担当人材育成体系

• 市民・地域・企業

–自助力・互助力・共助力の向上

– ShakeOut
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防災リテラシーハブ利用イメージ

兵庫県立大学 木村玲欧
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http://www.shakeout.jp/
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Shake out訓練とは

• 米国カリフォルニア州各地
で毎年10月第3木曜日に行
われる地震防災訓練の名称

• 参加登録者数が一千万人近
くの史上最大の防災訓練。
2011年950万人。

• 2012年には全米各地、日本
ニュージーランドでも

• 2013年2470万人

• Shakeoutは造語。意訳する
と「いっせい防災訓練」。
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従来の訓練の限界

• 従来の訓練は会場を臨時に設営し、会場に参加者を集める
方式である。

• この方式で集められる参加者は限られているだけでなく、参
加者が減少する傾向にある。

• 参加者の減少は防災啓発の効果の低下させている。

• しかも、わずか1日の訓練のために会場設営等に多額の経
費を必要とする。

• さらに休日に実施する場合には自治体に過重な負担がか
かる傾向にある。

• ご都合主義的なシナリオ設定、学ぶべきことが不明確
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Shake out訓練の特徴

• 科学的な研究成果による地震シナリオにもと
づく「いっせい防災訓練」

• 多くの人が参加できる・経費のかからない防
災訓練：最終目標1,000万人

• それぞれの場所で、誰でも参加できる防災訓
練、みんなが工夫できる防災訓練

• 主体的に参加できる訓練

• 共通訓練＋個別訓練
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自助の基本の安全行動の1-2-3

• Drop Cover Hold on 

まず低く、頭を守り、じっとする
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事前登録

•ＨＰ等での個人での参加者事前登録

•組織を通じての参加者事前登録

事前学習

•HP等を活用しての被害想定の周知と事前学習

•訓練そのものへの参加意識を高める

訓練開始

•訓練開始合図はエリアメイルや緊急地震速報

•安全確保行動1-2-3 ＋ 個別訓練の実施

ふりかえ

り

•ソーシャルメディア等を活用した参加状況の発信

•訓練実施報告書の作成

シェークアウトの4つの段階
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Shakeout導入による効果

• Shakeout方式で集められる参加者は従来比
較で膨大な数となる。

• 参加者が大勢となること、事前学習等で防災
啓発の効果を向上させることができる。

• しかも、従来の会場設営等の費用を大幅に削
減することができる。

• 自治体の負担も事前学習、参加者募集が中心
となり、直接負担を軽減することができる。


